
 

 

平成 22 年度  福岡市ごみ減量･リサイクル推進会議  

 

 

                日時：平成 22 年 11 月 5 日 (金） 14 時 30 分～  

                場所：西鉄イン福岡  ２階大ホール  

 

 

次  第 
 

１ 開  会 

 

２ 議  題 

 

（１）座長選出 

 

（２）福岡市の家庭ごみ減量・リサイクルの取組みについて 

（福岡市） 

 

（３）事例発表：「生ごみたい肥化」の普及・啓発について 

（西部環境サポーター倶楽部）    

 

（４）事例発表：徹底したごみ減量・再資源化への取組みについて 

（株式会社 博多大丸） 

 

（５）その他 

 

４ 閉  会 

 

 

○ 配 付 資 料  

資 料 １ 「 福 岡 市 ご み 減 量 ・ リ サ イ ク ル 推 進 会 議 設 置 要 綱 」  

資 料 ２ 「 西 部 環 境 サ ポ ー タ ー 倶 楽 部 の 概 要 」     

資 料 ３ 「平成 22 年度 福岡市ごみ減量・リサイクル推進会議構成団体の活動状況」 

・ 「 使 用 済 小 型 電 子 機 器 回 収 モ デ ル 事 業 」   

・ 「 第 ４ 回 福 岡 市 環 境 行 動 賞 」  

 

 

 

 
※ 事 例 発 表 等 の 資 料 に つ き ま し て は ， 福 岡 市 の ホ ー ム ペ ー ジ

（ http://www.city.fukuoka.lg.jp） に 掲 載 い た し ま す 。  

   HOME ＞ 市政情報 ＞ 情報公開･公報 ＞ 附属機関等の会議･議事録 ＞  

附属機関等の議事録等 ＞ 環境局 ＞ 福岡市ごみ減量・リサイクル推進会議 



福岡市ごみ減量・リサイクル推進会議設置要綱 

 

 

（目的） 

第１条 市民，事業者，行政が一体となってごみ減量及びリサイクルの推進を図るため，

福岡市ごみ減量・リサイクル推進会議（以下，「本会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 本会は，次の各号に掲げる事項について協議し，その実践活動の推進を図る。 

(1) 本市におけるごみ減量及びリサイクルの推進に関すること。 

(2) 関係機関及び関係団体におけるごみ減量及びリサイクルの行動に関すること。 

(3) ごみ減量及びリサイクルの地域活動に関すること。 

(4) その他ごみ減量及びリサイクルに関すること。 

 

（構成） 

第３条 本会は，別表に掲げる委員をもって構成する。 

 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし，再任は妨げない。 

２ 委員は，任期満了後も後任者が決定するまでは，その職務を行うものとする。 

３ 補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

 

（座長） 

第５条 本会に座長を置き，委員の中から互選により選出する。 

２ 座長は，本会を代表し，会務を総理する。 

３ 座長が欠けたとき，又は座長に事故があるとき，その他座長が職務を遂行することが

困難なときは，委員のうちからあらかじめ座長が指名する者がその職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 本会の会議は，座長が必要であると認めるときに招集する。 

２ 会議の議長は，座長が務める。 

 

（幹事会） 

第７条 本会の円滑な運営を図るため，本会に幹事長及び幹事で構成する幹事会を置く。 

２ 幹事会は，座長から指示された事項を審議する。 

３ 幹事会は，幹事長が招集し，委員会の議長は，幹事長が務める。 

４ 幹事長及び幹事は，委員の中から座長が指名する。 

５ 幹事長が欠けたとき，又は幹事長に事故があるとき，その他幹事長が職務を遂行する

ことが困難なときは，幹事のうちからあらかじめ座長が指名する者がその職務を代理す

る。 

 

資料１ 



（専門部会） 

第８条 本会の目的を達成するため，専門部会（以下「部会」という。）を置くことがで

きる。 

２ 部会は，座長から指示された事項について協議し，本会にその結果を報告する。 

３ 部会は，部会長が招集し，部会の議長は，部会長が務める。 

４ 部会長及び部会委員は，座長が必要と認めるものを指名する。 

５ 部会長が欠けたとき，又は部会長に事故があるとき，その他部会長が職務を遂行する

ことが困難なときは，部会委員のうちからあらかじめ座長が指名する者がその職務を代

理する。 

 

（事務局） 

第９条 本会の事務を処理するため，福岡市環境局循環型社会推進部家庭ごみ減量推進課

に事務局を置く。 

 

（その他） 

第10条 この要綱に定めるもののほか，本会の運営に関し必要な事項は，座長が定める。 

 

附 則 

この要綱は，平成４年８月３日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は，平成６年２月１８日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は，平成６年８月５日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は，平成１２年６月５日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は，平成１４年６月２６日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は，平成１５年８月２６日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は，平成２１年４月１日から施行する。 

 



平成22年11月5日現在

 分　野  氏　　名  団　　体　　名　　・　　役　　職　　名

学識経験者 浅野　直人 福岡大学法学部教授

〃 阿部　眞也 九州情報大学教授・福岡大学名誉教授

〃 花嶋　正孝 福岡県リサイクル総合研究センター長

〃 阿部　晶        ○ 福岡工業大学社会環境学部教授

〃 川上　晋平 福岡市議会議員

〃 黒子　秀勇樹 福岡市議会議員

〃 田中　しんすけ 福岡市議会議員

〃 鬼塚　敏満 福岡市議会議員

〃 宮本　秀国 福岡市議会議員

〃 大森　哲也 福岡市議会議員

〃 久留　百合子 消費生活アドバイザー

〃 帆足　リエ　　　 西日本リビング新聞社 リビング編集総括部部長・総括編集長

市民団体等 竹内　義子　　　○ 福岡市立小学校長会副会長

〃 熊谷　宜人　　　○ 福岡市立中学校校長会代表

〃 本多　常忠　　　○ 福岡市立高等学校長会会長

〃 友枝　文也　　　○ 福岡県公立高等学校長協会

〃 大浦　純平 （社）福岡市保育協会副理事長

〃 林　國子　　　　○ （社）福岡市私立幼稚園連盟副会長

〃 山部　政昭 福岡市公民館館長会副会長

〃 矢野　則廣　　　○ 特定非営利活動法人コンシューマー福岡事務局長

〃 内林　濱子　　　○ 福岡市七区男女共同参画協議会代表

〃 野中　咲子 （社）福岡市老人クラブ連合会教養文化部長

〃 清永　啓子      ○ 福岡市子ども会育成連合会副会長

〃 岡村　憲人 福岡市青少年団体連絡会議会長

〃 永野　繁一 福岡市ＰＴＡ協議会副会長

〃 吉田　順子 特定非営利活動法人環境みらい塾理事長

〃 野間　瑞紀　　　○ 環境ＩＳＯ学生組織えこＦＩＴ代表

〃 石川　孝治 東区環境活動連絡会議会長

〃 藤木　孝子　　　○ 博多区環境関係連絡会議委員

〃 丸尾　佐代子 中央区ごみ減量・リサイクル推進連絡会議会長

〃 橋爪　豊 南区環境活動連絡会議会長

〃 加留部　政義 城南区地域環境活動連絡会議会長

〃 結城　勉 早良区環境活動連絡会議会長

〃 山崎　一 西区環境活動連絡会議会長

〃 青木　武 東区自治組織会長会会長

〃 福山　誠 博多区自治協議会長連絡協議会会長

〃 原田　陽次 中央区自治協議会等代表者会会長

〃 中村　健士 南区自治組織協議会会長

福岡市ごみ減量・リサイクル推進会議委員名簿



 分　野  氏　　名  団　　体　　名　　・　　役　　職　　名

(市民団体等) 小林　昌樹 城南区自治協議会連絡会議会長

〃 結城　勉 早良区地区自治組織協議会会長

〃 篠崎　弘光　　　○ 西区自治協議会会長会会長

〃 熊谷　知子　　　○ 東区男女共同参画協議会会長

〃 種田　靜江 博多区さわやかスタッフの会会長

〃 糸山　マチ子 中央区さわやかスタッフ会長

〃 林　欣子 さわやかスタッフ南の会代表

〃 河内　眞知子　　○ 城南区男女共同参画協議会副会長

〃 畑　明美 早良区男女共同参画協議会会長

〃 井　規子　　　　○ 西区男女共同参画をすすめる会副会長

事業者 外村　弘之 (財)古紙再生促進センター九州地区委員会事務局長

〃 有光　淳一郎 福岡市ペーパーリサイクル協同組合理事長

〃 樋口　隆利 福岡商工会議所

〃 具島　秀男　　  ○ （社）福岡青年会議所事務局長

〃 松澤　秀俊 福岡県小売酒販組合連合会事務局長

〃 河野　佳文 ガラスびんリサイクル促進協議会

〃 松田　公明 九州硝子壜商業組合理事

〃 細田　佳嗣 スチール缶リサイクル協会事務局課長

〃 内田　收　　　　○ アルミ缶リサイクル協会事務局部長

〃 近藤　方人　　　○ ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会専務理事

〃 日高  哲朗 レジ袋削減三者懇談会・エフコープ生活協同組合法務・管理担当部長

〃 植木　博之 福岡県スーパーマーケット協会事務局長

〃 中川　雅彦　　　○ 福岡市内百貨店三店会

〃 原　公志 福岡地区商店街連合会会長

 行　政 山田　裕嗣 福岡市　教育長

〃 松田　純   〃　　東区長

〃 酒井　龍彦　　　○   〃　　博多区長

〃 西平　博利 　〃　　中央区長

〃 四宮　祐司　　　○ 　〃　　南区長

〃 山口　吉則   〃　　城南区長

〃 靍田　徹　　　　○   〃　　早良区長

〃 大東　光一   〃　　西区長

〃 荒瀬　泰子　　　○   〃　　環境局長

※氏名欄の○は，２１年度の会議以降 新たに就任した委員を示す。



                                    2010 年 4 月 1 日・記 

 ［西部環境サポーター倶楽部］の 概要 

 
設立経緯  福岡市西区生活環境課が募集し開講した『地域環境サポーター養成講座（第 2 期）』修了生

の有志が集まって、「講座で学んだことや、気づいたことを、地域に広めよう。地域活動に

役立てたい」と、06 年の春 倶楽部を立ち上げました。その後、第 3 期生・第 4 期生・・・

そしてこの春 第 6 期生が加わり、現在 21 人で活動しています。 
活動拠点  西部３R ステーション（西部リサイクルプラザ）〈西区今宿青木 1043－2 ℡ 882－3190（呼出）〉 
活動理念  Think Globally, Act Locally.  

地球規模で考え、地域（身近な毎日の生活の中）で行動しよう。 
活動内容  ① 市内各地で「生ごみ堆肥づくり講習会」を開き、『家庭から出される「燃えるごみ」から、

その３５％を占める「生ごみ」を なくそう』と訴えています。「生ごみ」がなくなれば、

ごみ処理費用の軽減に役立ち、CO２の排出を抑え、地球環境の保全に貢献できます。講

習会では、ダンボールコンポストによる「生ごみ堆肥づくり」のノウハウとコンポスト

資基材を提供しています。 
        09 年度は導入編・フォローアップ編合わせて 74 回の講習会を開き、延べ 1,924 人に受

講いただきました。 
      ② 上記「生ごみ堆肥づくり講習会」の普及・啓発活動の成果を、より確実なものとするた

め、毎週土曜日の 13：00 ～ 16：30 に「堆肥づくり（無料）相談会」を開き、市民の

疑問や悩みに対応し、解決を図っています。09 年度は 50 回開き、延べ 167 人に ご来場

いただきました。（なお、電話による相談が、51 件ありました） 
      ③ 毎月第 4 土曜日 10：30 ～ 「生ごみ堆肥づくり・土曜定期講習会」を西部３R ステーシ

ョンで開催しています。 
      ④「３R を もっと知ろう」・・・ごみ減量の第一歩は「３R」を理解し、認識することから

です。「３R 講習会」開催に、力を入れています。 
      ⑤「古紙リサイクルボックス」の運営・管理を、会員が交替で毎日行っています。09 年度は 

110,000 ㎏ 回収しました。  
      ⑥ 地域のイベントや西部３R ステーションの事業に積極的に参加して、倶楽部の存在をアピ

ールするとともに、屋台（飲食物）など出店して、活動資金確保に努めています。 
受賞経歴  １）07 年 12 月  西区長の“ありがとうカード”「感謝のことば」受賞 
      ２）08 年 09 月  『第 2 回福岡市環境行動賞 優秀賞』 受賞   
今期目標  ① 完全自立を目指します。 
      ②「環境活動グループのネットワークづくり」を推進します。 

③「生ごみ堆肥づくり」の楽しさを倍加させるため、「園芸教室」乃至は「菜園づくり講座」

を確立します。さらに、その先の「食育」にも取り組みます。 
      ④「生ごみ堆肥づくり」を より普及させるため、必要な資基材が「安価」・「安直」に入手

できる（届けられる）体制を確立します。 
講習会風景 
 
 
 
 
 
         城南公民館（城南区）         横手公民館（南区）        壱岐南公民館（西区） 

資料２ 
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平成２２年度 福岡市ごみ減量・リサイクル推進会議構成団体の活動状況 

 

団体名 活動状況 

（社）福岡市保育協会 （保育園の取組み） 

・第５園長研究委員会で生ごみによるたい肥づくり（生ごみの減量）の研修

を行い，保育園で取り組んでいる。 

（保育園と事務局の取組み） 

・ごみの分別，紙類のリサイクル 

・コピー用紙の裏紙利用 等 

（社）福岡市私立 

幼稚園連盟 

（弥生幼稚園） 

ごみ減量・リサイクルとして，園では，広告紙，カレンダー紙などを利

用し，なるべくごみが減るよう子ども達へ指導している。 

福岡市公民館館長会 １ 公民館だよりに，ごみ減量・リサイクル推進会議の事業を掲載し，住民

の意識の高揚を図る。 

２ 会議や活動の場の提供 

 （例：廃油でせっけんづくり）  

３ 公民館講座 

  例：エコキャンドルづくり，生ごみリサイクル堆肥づくり， 

古布を利用した わらじづくり 

特定非営利活動法人 

コンシューマー福岡 

会員啓発事業（講習会） 

・日時   平成21年12月11日（金） 

・場所   あいれふ７階第３研修会 

・テーマ  「心豊かに楽しみながらリサイクルを」 

      （新聞紙のカラー広告ページを使ってのコサージュ（ブローチ）

の作り方講習会） 

・参加人数 20名 

福岡市七区男女共同参画

協議会 

（笹岡校区女性協議会） 

笹岡校区女性協議会では，毎年恒例のリサイクルバザーを毎年６月最後

の日曜日に実施し，残った衣類でぞうり作りをし，子ども達の夏休みの作

品づくりで喜んで頂いている。大人の参加25名，子ども15名（親子） 

段ボールコンポストに取り組んでいる。（校区ごみ減量推進委員と共同

で推進している。） 

（社）福岡市老人クラブ

連合会 

  老人クラブは，日常的に奉仕・ボランティア活動を推進しており，老人

週間を契機に全国一斉「社会奉仕の日」（９月20日）を設定し，平成20

年度から従来の奉仕・ボランティア活動に加え，「環境にやさしい活動」

を推進している。 

  本市の老人クラブもこの取組みを積極的に取り組んでおり，平成21年

「美化活動」（公園・道路等の清掃・草取り）に847クラブ，21,748人

が参加し，「環境にやさしい活動」（廃品回収）には，298クラブ，5,416

人が参加した。 

  また，日常活動として，多くの老人クラブが，紙類・空き缶・空き瓶の

回収等資源回収に取り組んでおり，また，古着を使った布草履づくりを行

っているクラブもある。 

福岡市子ども会育成 

連合会 

 資源物回収を行い，活動資金としている。 

資料３ 



 - 2 -

福岡市青少年団体 

連絡会議 

 各加盟団体の活動において，資源物回収などの取り組みを行っている。 

（子ども会，ボーイスカウト，ガールスカウトなど） 

特定非営利活動法人 

環境みらい塾 

１ 「地球環境問題と私達の暮らし」をテーマに毎年，情報啓発誌を発行し，

小学生を中心に配布，啓発している。 

  昨年度 つながりさがしノート  3,000部 

  今年度 「食と環境」カード   3,000部 

２ エネルギー環境教育の出前講座を小・中・高校，公民館等で実施してい

る。（校区，地域における３Ｒの具体的な実践について，東吉塚小学校 

６年生，元岡中学校１年生等）  

 

【ごみ減量・リサイクルについてのご意見等】 

・市民（特に子ども達）への啓発としては，リデュース，リユースの２Ｒを

中心に行うべきだと感じている。 

・学校図書館の本の見直しを！ 

 （時代に遅れた古い参考書で調べ学習している子ども達が多く見られた。）

東区環境活動連絡会議 １ 第１回東区環境活動連絡会議 （平成22年8月4日） 

○平成２１年地域集団回収等の実績について報告と意見交換 

○校区の環境活動状況等について情報交換 

＜以下予定＞ 

２ 第２回東区環境活動連絡会議 （平成22年11月予定） 

○平成２２年地域集団回収等の実績報告の提出について 

○施設見学「古賀清掃工場・エコロの森（古賀市）」 

３ 校区紙リサイクルステーション事業に関する意見交換（平成23年２月

予定） 

【ごみ減量・リサイクルについてのご意見等】 

○ 東区は、地域集団回収が非常に盛んで，平成 21 年実績でも 421 団体，

回収量 8,731 トンと 7 区の中で最も多いようである。今年度も，実施団

体や紙リサイクルボックス等の新設が続くなど，地域のリーダーの方々を

はじめ，皆様のご尽力に感謝している。 

○ しかしながら、東区は人口・世帯数とも増加し続けており，今後もより

一層のごみ減量とリサイクルの推進に向けて，校区や団体間での情報交換

や研修の機会を設けるなど，活動に取り組んでいきたい。 

博多区環境関係連絡会議 

（弥生校区ごみ減量・ 

リサイクル推進会議） 

１ 平成22年度より，ごみ減量・リサイクル推進会議より別れ，環境推進

会議を発足。校区一斉清掃や違法広告物撤去，河川清掃，桜ロード清掃等

を中心に活動してもらうようにした。 

２ ごみ減量・リサイクル推進会議は，リサイクル活動を中心に行い，各町

育成会の集団回収の支援を毎月。リサイクルキャンペーン。12月下旬，

マルショクの前でビラ配り。10月，視察研修。各学校の友愛セール応援。

広報活動「かーるちゃん便り」を年１回発行。環境推進会議の清掃支援等。

３ 校区紙リサイクルステーションの回収実績 

  平成21年度：25,750kg  平成22年度：15,060kg（現時点） 

【ごみ減量・リサイクルについてのご意見等】 

  弥生校区は，各町内毎にリサイクルボックスを持っているのと，子育連

の集団回収の数量を合計すると，大きな成果があるのではないかと思う。

以前のように，せめて区毎，校区毎の回収量がわかれば，もっとがんばれ

るかなとも思う。ステーションやボックスがあるからこそ，燃えるごみに

される資源がリサイクルできていると思われる。これからも100gでも

1kgでも「もったいない」精神で回収していきたい。 
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中央区ごみ減量・ 

リサイクル推進連絡会議 

（草香江校区ごみ減量・

リサイクル推進会議） 

１ 毎月資源回収実践  

２ 毎年１回施設見学，研修参加（リサイクル学習会）  

３ 「まつり草香江」においてリサイクル品のＰＲと啓発運動  

４ 廃油でつくる石けん講座（リサイクル学習会）  

５ 古布，使い古しの服でつくるぞうり（リサイクル学習会）  

６ 生ごみを利用した段ボールコンポストの堆肥づくり(リサイクル学習会)

７ 出来上がった堆肥を利用した菜園講座（リサイクル学習会） 

いずれも10年以上継続 

【ごみ減量・リサイクルについてのご意見等】 

２について：施設見学は土日が空いてないことが不満。 

４～６について：種々の問題点，疑問点等を語り合う，または勉強する場所

を開いて欲しい。 

南区環境活動連絡会議 １ レジ袋（マイバッグ持参）キャンペーン（横手校区） 

２ 段ボールコンポストによる生ごみの堆肥化（横手校区）  

３ 同上の研修会（長住校区） 

４ 大分県玖珠町と長住との交流で植林後の状況観察と地域の人達との 

交流（長住校区）  

５ 南区環境活動連絡会議での各校区の情報交換や施設見学会等 

【ごみ減量・リサイクルについてのご意見等】 

  「長住校区ごみ減量・リサイクル推進会議」は「エコ推進会議」に改称

した。理由は環境活動の幅を拡げるため。多くの地域が改称しているよう

だが，市の「ごみ減量・リサイクル推進会議」は改称しないのか。 

城南区地域環境活動 

連絡会議 

１ 会議 

   H21.6.18  活動報告について，活動計画（案）について  

   H21.2.19  要綱の改正（案）について，情報交換 

２ 施設見学 

   H21.11.30 水環境館，北九州エコタウンセンター 

西区環境活動連絡会議 西区環境活動連絡会議総会を年２～３回開催。 

H21.6.15 西区事業計画及び校区事業計画について 

H21.9.10 研修「西区から発信！温暖化対策～私たちにできることって

何？～」 

       情報交換 緑のカーテンについて 

H22.1.25 事例紹介「姪浜校区環境家計簿の取組みについて」， 

「５校区スーパー４店舗レジ袋削減作戦に 

ついて」 

情報交換 エコ発する事業補助金申請書の作成について 

       来年度の緑のカーテンについて 

       各校区環境部会の会則について 

H22.6.23 平成２１年度事業報告と平成２２年度事業計画について 

       平成２２年度重点取組み事業 

1.地球温暖化防止対策の推進(緑のカーテンなど) 

2.マイバッグ持参の取組み  

の２点に決定 

研修 「ふろしきは素敵なエコバッグ～3Rのすすめ～」 

【ごみ減量・リサイクルについてのご意見等】 

家庭生ごみを減量するために，ダンボールコンポストを推進している団

体から，糸島市のようにダンボールコンポスト基材購入費の一部助成や，

光市のようにダンボールコンポスト実施後の完熟堆肥と商品券の交換の

ようなことをやって欲しいと言われるが，環境局としての見解は。 
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中央区さわやかスタッフ １ 毎月１回（基本的に１４日）中央区役所職員と共に，区役所の周辺を 

清掃。（年間１１回予定） 

２ どんたく広場の清掃に参加（平成２２年４月２３日，３０日） 

３ ふくおか安全安心よかまち運動への参加（毎年） 

４ ラブアース・クリーンアップ清掃活動への参加（大濠公園，福浜海岸等）

５ ごみ分別クイズ（平成１７年度環境市民ファンドで作成） 

・毎年，環境フェスティバルにて活動 

・要請に応じて，ごみ分別クイズと共に，３Ｒについての講話実施 

さわやかスタッフ南の会 １ 平成7年から区役所１階で行っている「さわやか文庫みなみ」は，家庭

で不用になった本を集め，「１冊持って帰って２冊お返しください」とい

う活動。会員は週２回交代で本の整理，点検をしている。 

２ 平成22年3月，ロビーに本棚を２個新設。生活環境課を窓口として，

区民から不用本の持ち込みを受け付けている。 

３ 博多どんたく南区舞台でリサイクルクラフトを指導。（牛乳パックの小

物入れ，新聞エコバッグなど）  

４ ごみ分別のパネルを作って，公民館などに出前で「ごみの分別クイズ」

を実施。 

城南区男女共同参画 

協議会 

 公民館でペットボトルキャップ，エコバッグの回収に協力。 

 

早良区男女共同参画 

協議会 

１ 室見川清掃に各校区から男女共同参画協議会として参加。 

２ 各町内の公園等の清掃。 

３ 子ども会とのリサイクルボックスの取組みに協力。 

福岡市ペーパー 

リサイクル共同組合 

１ 古紙安定回収事業 

  地域集団回収の実施元請け機関として，回収業者と協力し，約24,875

ｔの古紙回収を実施。 

２ 古紙リサイクル事業 

  清掃工場古紙回収，紙リサイクルボックス回収，定期回収，校区回収事

業を実施。約7,539ｔの古紙を回収。 

３ 古紙流通安定対策事業 

  中国の市場に対し，約1,602ｔの古紙輸出を行う。 

４ 市場調査事業 

  リサイクル先進事業，新規用途開発に係る調査，研究を行う。 

５ 一般古紙回収 

  各組合員の事業活動により，福岡市内の古紙約16.3万ｔ（推定）を回

収し，再資源化に貢献した。 

６ 事業系古紙受入事業 

  平成21年度は約1,308ｔ受入。 

７ 事業系古紙回収事業 

  平成21年度は約2,041ｔ回収。 

８ 西日本新聞販売店回収事業 

  西日本新聞エリアセンター内を戸別回収し，約6,332ｔを回収。 

９ 牛乳パック受入事業 

  福岡市小中学校より約105ｋｇ受入。 

ガラスびんリサイクル 

促進協議会 

（日本耐酸壜工業㈱ 

福岡工場） 

  容リ協ルートのガラスビンや独自回収ルートのガラスビンを選別加工

し，硝子原料であるカレットを製造し，その他の原料と共に溶解し，新た

なガラスビンを生産している。（ビン to ビンのリサイクル） 

  １ヶ月平均カレット生産量，約1,400ｔ（ガラスビン使用量1,450ｔ）

 ガラスビン生産量（１ヶ月） 白 3,300ｔ，茶 2,700ｔ 
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九州硝子壜商業組合 ガラスびん（ビールびん，1.8Ｌびん）の回収 

（酒の小売店，町内の子ども会，自治会） 

スチール缶リサイクル 

協会 

１ スチール缶リサイクルに関する啓発パンフレット，ＰＲ誌，年次レポー

ト，ポスター等を配布 

２ 民間主体回収（集団回収）に関する調査・研究を実施，自治体担当者と

の研究会を開催。 

３ 全国の自治体のごみ減量等の取り組みに関する調査を行い，ＰＲ誌に記

事を掲載。 

アルミ缶リサイクル協会   平成21年度アルミ缶回収協力者表彰で，福岡市南区の障害者支援施設

「夢ポケット」を表彰。 

【ごみ減量・リサイクルについてのご意見等】 

  資源ごみの回収・リサイクルが，ごみ減量につながると思うので，協力

をよろしくお願いしたい。 

レジ袋削減三者懇談会 

（エフコープ生活協同 

組合） 

１ 組合員の家庭からの容器等リサイクル実績（平成21年度 全県合計） 

   食品発砲トレー     18ｔ 

   無店舗用ポリ袋（容器） 74ｔ 

   卵パック（A-PET）   5ｔ 

   卵パック（モウルド） 136ｔ 

   牛乳パック      179ｔ 

   商品案内（カタログ）4,103ｔ    

２ 事業上発生する廃棄物削減・リサイクル実績（平成21年度） 

   店舗の魚アラの飼料化→（財）福岡市水産加工公社 56t提供 

   店舗の廃食油    →再生利用事業者       6t提供  

３ マイバッグ持参運動の推進 

   市内４店舗の年度末実績 49.8%  

→平成22年度末，レジ袋無料配布中止の店を増やす 

【ごみ減量・リサイクルについてのご意見等】 

・ 今年度下期より，中央区，南区，西区の店舗の食品残さを市内の再生利

用事業（登録）者に提供し，食品リサイクルの実施率の向上を図る。 

・ 店舗の廃棄物の中で，有用な資源の分別・再生利用を拡大させたい。 

 （雑古紙となる商品のケース箱，ＰＰバンド，商品の入っていたポリ袋等）

・ 店舗で透明容器のリサイクルを開始することを検討中。 

福岡地区商店街連合会 

（上川端商店街振興 

組合） 

 古紙，雑誌，段ボール等の回収を毎日 業者（日本紙料）に依頼し，年間

約70t回収。  

 

 

トイレットペーパー（PB 商品）

の原料へ → 販売 



小型電子機器の資源リサイクルに、
ご協力をお願いします。

ソニー株式会社、福岡市、北九州市が協働で取り組んでいる実験です。



回収ボックス設置協力店舗一覧
■平成２２年６月～

■平成２２年１１月～

[イムズ]　イムズ
[くらし館]　JR南福岡店
[サティ]　原サティ
[ジャスコ]　伊都店
[ナフコ]　堤店
[マックスバリュ]　福岡空港南店
[マルキョウ]　井尻店、愛宕店
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